
…●

『彼らは殺すために空を飛び、
我々は生きるために地面を掘る｡」-中村哲

中村の誠実な人柄が信頼され､医療支援が順調に進んでいた2000年｡思いもよらぬ事態に直面し､中村の運命は大きく変わる。
それが"大干ばつ"だ｡渇きと飢えで人々は命を落とし､農業は壊滅｡医療で人々を支えるのは限界だった。
その時､中村は誰も想像しなかった決断をする｡用水路の建設だ｡大河クナールから水を引き､乾いた大地を甦らせるというのだ。
しかし､医師にそんな大工事などできるのか？戦闘ヘリが飛び交う戦火の中で､無謀とも言われた挑戦が始まった-．
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｢ここには､天の恵みの実感､誰もが共有できる希望、
そして飾りのないむきだしの生死がある｡」-中村哲
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専門家がいないまま始まった前代未聞の大工事は､苦難の連続だった｡数々の技術トラブル､アフガン空爆､息子の死…。
中村はそれらの困難を一つ-つ乗り越え､7年の歳月をかけ用水路は完成。
用水路が運ぶ水で､荒野は広大な緑の大地へと変貌し､いま65万人の命が支えられている。
そして-．

2()19年12月。さらなる用水路建設に逼進する最中､中村は何者かの凶弾で命を奪われた。
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